
国語２ 物語を読んで、推薦する（那須田淳「銀色の幻想」）

【問題点を踏まえて、自分の考えをまとめられている例】

【活用のポイント】

○ 本授業アイディア例のように、児童の学習の状況（つまずき）に応じた指導を行うこと

が重要です。

○ 本授業アイディア例のように、令和４年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語１の

【話し合いの様子の一部】を教材として活用して、学習を展開することが考えられます。

※本授業アイディア例においては、「話合い」や「話し合い」の表記について、「話し合い」という表記に統一しています。

自分の考えをまとめる場面においては、考えをまとめていくときにはどうしたら
よいのかについて、児童が気付くことができる手立てをとることが大切です。

例えば、教師が作成したモデル文などを教材として、内容や分量、話し方などに
着目できるようにすると効果的です。

みなさん、よく気が付きましたね。⾃分の考えをまとめるときには、話し
合いを通して様々な視点から検討したことを踏まえることが⼤事ですね。
今回の話し合いでは、問題点が出されたので、その問題点を取り上げて、
それに対する解決⽅法を⽰す必要がありました。また、異なる意⾒を⾃分の
考えに⽣かしていくことも⼤事ですね。⾃分の考えが広がります。ふだん
から意識してみましょう。

パターン３

みなさんのアイデアや

〈メモ〉から、取り組みや

すいという理由で、私は、

公園に花を植えたらよいと思
います。世話を続けることが
難しいという問題点もありま
すが、当番を決めて行えばよ
いと思います。

パターン３は、話し合いでの検討を
踏まえて、⾃分の考えをまとめること
ができているね。

そうだね。パターン３は、話し合い
の中で出た、「花植えは、世話を続ける
ことが難しい」という問題点を踏まえて、
解決⽅法を⾃分で考えていて、とても
いいね。

花植えがよいという⾃分の考えに
対して、世話を続けることが難しいと
いう異なる意⾒も出たけれど、そのこと
を考えることで、⾃分の考えがより
広がっていくことが分かったね。

「〜という考えもあるけれど」とい
う表現を使ったりして、友達の意⾒を
受け⽌めることって、とても⼤事なん
だね。

２
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出題の趣旨

物語を読み、登場人物の気持ちや相互関係に着目して、物語の全体像を想像したり表現の

効果を考えたりすることができるかどうかをみる。

物語などを読む際には、「構造と内容の把握」、「精査・解釈」に関する指導事項の系統を

踏まえて指導することが重要である。「構造と内容の把握」については、第１学年及び第２学年

では、場面の様子や登場人物の行動などを、第３学年及び第４学年では、登場人物の行動や

気持ちなどを、第５学年及び第６学年では、登場人物の相互関係や心情などを捉えることが

大切である。「精査・解釈」については、第１学年及び第２学年では、登場人物の行動を、

第３学年及び第４学年では、登場人物の気持ちの変化や性格、情景を具体的に想像したり、

第５学年及び第６学年では、人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を

考えたりすることが大切である。

本問では、不思議な出来事が描かれている物語を読み、友達と推薦し合うために、「銀色の

幻想」という題名の物語を選んで読み、推薦する内容をまとめる場面を設定した。森田さんは、

気になるところをもう一度読み、推薦する文章を書いている。ここでは、複数の叙述を基に、

登場人物の気持ちや相互関係を捉え、物語全体から伝わってくることを考えることが求められ

る。また、表現の効果に着目して物語を読んでいる山村さんの視点を通して、最後の一文の

効果を考えることも求められる。

なお、本問は、平成29年度【小学校】国語Ｂ３三（正答率43.9％）において、「物語を読み、

具体的な叙述を基に理由を明確にして、自分の考えをまとめること」に課題が見られたことを

踏まえて出題した。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

イ 詩や物語、伝記などを読み、内容を説明したり、自分の生き方などについて考えたことを

伝え合ったりする活動。

２
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出題の趣旨

物語を読み、登場人物の気持ちや相互関係に着目して、物語の全体像を想像したり表現の

効果を考えたりすることができるかどうかをみる。

物語などを読む際には、「構造と内容の把握」、「精査・解釈」に関する指導事項の系統を

踏まえて指導することが重要である。「構造と内容の把握」については、第１学年及び第２学年

では、場面の様子や登場人物の行動などを、第３学年及び第４学年では、登場人物の行動や

気持ちなどを、第５学年及び第６学年では、登場人物の相互関係や心情などを捉えることが

大切である。「精査・解釈」については、第１学年及び第２学年では、登場人物の行動を、

第３学年及び第４学年では、登場人物の気持ちの変化や性格、情景を具体的に想像したり、

第５学年及び第６学年では、人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を

考えたりすることが大切である。

本問では、不思議な出来事が描かれている物語を読み、友達と推薦し合うために、「銀色の

幻想」という題名の物語を選んで読み、推薦する内容をまとめる場面を設定した。森田さんは、

気になるところをもう一度読み、推薦する文章を書いている。ここでは、複数の叙述を基に、

登場人物の気持ちや相互関係を捉え、物語全体から伝わってくることを考えることが求められ

る。また、表現の効果に着目して物語を読んでいる山村さんの視点を通して、最後の一文の

効果を考えることも求められる。

なお、本問は、平成29年度【小学校】国語Ｂ３三（正答率43.9％）において、「物語を読み、

具体的な叙述を基に理由を明確にして、自分の考えをまとめること」に課題が見られたことを

踏まえて出題した。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

イ 詩や物語、伝記などを読み、内容を説明したり、自分の生き方などについて考えたことを

伝え合ったりする活動。

２
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設問一(2)

趣旨

登場人物の相互関係について、描写を基に捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

イ 登場人物の相互関係や心情などについて、描写を基に捉えること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ 一 １ １・５と解答しているもの（順不同） 70.8 ◎

(2) ２ １と解答しているが、５と解答していないもの 7.1

３ ５と解答しているが、１と解答していないもの 13.5

99 上記以外の解答 7.1

０ 無解答 1.5

２．分析結果と課題

○ 解答類型２と、解答類型３の反応率の合計は20.6％である。これらは、「『ぼく』しか

知り得ないであろうことを『老人』が知っているかもしれないと考えられる描写」か、

「『老人』と『ぼく』に一致する点があると考えられる描写」のどちらかしか捉えることが

できなかったと考えられる。この中には、登場人物の相互関係について、物語全体を通して、

複数の描写を基に捉えることができなかった児童がいたと考えられる。

３．学習指導に当たって

登場人物の相互関係について、描写を基に捉える

○ 登場人物の相互関係を捉えるためには、描写に着目しながら読み進めていくことが重要で

ある。登場人物の相互関係は直接的に描写されている場合もあるが、暗示的に表現されてい

る場合もある。このような表現の仕方にも注意し、想像を豊かにしながら読むことが大切に

なる。

本設問では、「老人」は未来の「ぼく」であるかもしれないという二人の関係が分かる

描写を捉える必要がある。森田さんは、推薦する文章で、「ぼく」と「老人」の相互関係が

描かれていることを伝えようとしており、そのために、物語全体をもう一度読み、複数の

描写に着目して相互関係を捉えようとしている。

学習指導に当たっては、物語の一部分だけを取り上げて登場人物の相互関係について考え

るのではなく、物語全体を通して、相互関係について描かれている複数の描写に着目しなが

ら読むことができるように指導することが効果的である。物語の全文が一枚の用紙に掲載さ

れたシートを活用したり、登場人物の相互関係を物語の展開に合わせて人物相関図などに

表したりすることなども考えられる。

設問一(1)

趣旨

登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第３学年及び第４学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

イ 登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ 一 １ ３・５と解答しているもの（順不同） 68.6 ◎

(1) ２ ３と解答しているが、５と解答していないもの 17.0

３ ５と解答しているが、３と解答していないもの 10.7

99 上記以外の解答 2.8

０ 無解答 1.0

２．分析結果と課題

〇 本設問の正答率は68.6％であった。解答類型２と解答類型３の反応率も踏まえると、登場

人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えることに課題があると考えられる。

〇 解答類型２と、解答類型３の反応率の合計は27.7％である。これらは、「ぼく」の「本物

の宇宙船を作ることへのあこがれ」か「模型の宇宙船を見た感動」かのどちらかしか捉える

ことができなかったと考えられる。この中には、登場人物の行動や気持ちについて、物語全体

を通して、複数の叙述を基に捉えることができなかった児童がいたと考えられる。

３．学習指導に当たって

登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉える

○ 登場人物の行動の背景には、その行動に至るまでの気持ちがある場合が多い。そうした

登場人物の気持ちを、行動や会話、地の文などの叙述を基に捉えていくことが求められる。

本設問において、森田さんは、付箋を貼ったところをもう一度読み、友達に推薦する内容

を考えている。それは、「ぼく」が「模型の宇宙船をだきしめた」ときの気持ちを明らかに

することが、物語を推薦する上で必要だと考えたからである。本設問では、「ぼくはうっとり

してしまった。」、「ようし、いつかぼくが作ろうっと。」など、複数の叙述を基に、「ぼく」

が「模型の宇宙船をだきしめた」ときの気持ちを捉えることが求められている。

学習指導に当たっては、本設問のように、登場人物の行動や気持ちを捉えることが必要と

なる言語活動を設定し、物語全体を見通して、複数の叙述を基に行動や気持ちを捉えること

ができるように指導することが大切である。その際に、「どこからそう思ったのか」など、

捉えたことの基になる叙述を明らかにすることを指導すると効果的である。児童が複数の

叙述に着目することができるように、捉えたことと基にした叙述について交流する活動を

設定することも考えられる。

２
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設問一(2)

趣旨

登場人物の相互関係について、描写を基に捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

イ 登場人物の相互関係や心情などについて、描写を基に捉えること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ 一 １ １・５と解答しているもの（順不同） 70.8 ◎

(2) ２ １と解答しているが、５と解答していないもの 7.1

３ ５と解答しているが、１と解答していないもの 13.5

99 上記以外の解答 7.1

０ 無解答 1.5

２．分析結果と課題

○ 解答類型２と、解答類型３の反応率の合計は20.6％である。これらは、「『ぼく』しか

知り得ないであろうことを『老人』が知っているかもしれないと考えられる描写」か、

「『老人』と『ぼく』に一致する点があると考えられる描写」のどちらかしか捉えることが

できなかったと考えられる。この中には、登場人物の相互関係について、物語全体を通して、

複数の描写を基に捉えることができなかった児童がいたと考えられる。

３．学習指導に当たって

登場人物の相互関係について、描写を基に捉える

○ 登場人物の相互関係を捉えるためには、描写に着目しながら読み進めていくことが重要で

ある。登場人物の相互関係は直接的に描写されている場合もあるが、暗示的に表現されてい

る場合もある。このような表現の仕方にも注意し、想像を豊かにしながら読むことが大切に

なる。

本設問では、「老人」は未来の「ぼく」であるかもしれないという二人の関係が分かる

描写を捉える必要がある。森田さんは、推薦する文章で、「ぼく」と「老人」の相互関係が

描かれていることを伝えようとしており、そのために、物語全体をもう一度読み、複数の

描写に着目して相互関係を捉えようとしている。

学習指導に当たっては、物語の一部分だけを取り上げて登場人物の相互関係について考え

るのではなく、物語全体を通して、相互関係について描かれている複数の描写に着目しなが

ら読むことができるように指導することが効果的である。物語の全文が一枚の用紙に掲載さ

れたシートを活用したり、登場人物の相互関係を物語の展開に合わせて人物相関図などに

表したりすることなども考えられる。

設問一(1)

趣旨

登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第３学年及び第４学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

イ 登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ 一 １ ３・５と解答しているもの（順不同） 68.6 ◎

(1) ２ ３と解答しているが、５と解答していないもの 17.0

３ ５と解答しているが、３と解答していないもの 10.7

99 上記以外の解答 2.8

０ 無解答 1.0

２．分析結果と課題

〇 本設問の正答率は68.6％であった。解答類型２と解答類型３の反応率も踏まえると、登場

人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えることに課題があると考えられる。

〇 解答類型２と、解答類型３の反応率の合計は27.7％である。これらは、「ぼく」の「本物

の宇宙船を作ることへのあこがれ」か「模型の宇宙船を見た感動」かのどちらかしか捉える

ことができなかったと考えられる。この中には、登場人物の行動や気持ちについて、物語全体

を通して、複数の叙述を基に捉えることができなかった児童がいたと考えられる。

３．学習指導に当たって

登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉える

○ 登場人物の行動の背景には、その行動に至るまでの気持ちがある場合が多い。そうした

登場人物の気持ちを、行動や会話、地の文などの叙述を基に捉えていくことが求められる。

本設問において、森田さんは、付箋を貼ったところをもう一度読み、友達に推薦する内容

を考えている。それは、「ぼく」が「模型の宇宙船をだきしめた」ときの気持ちを明らかに

することが、物語を推薦する上で必要だと考えたからである。本設問では、「ぼくはうっとり

してしまった。」、「ようし、いつかぼくが作ろうっと。」など、複数の叙述を基に、「ぼく」

が「模型の宇宙船をだきしめた」ときの気持ちを捉えることが求められている。

学習指導に当たっては、本設問のように、登場人物の行動や気持ちを捉えることが必要と

なる言語活動を設定し、物語全体を見通して、複数の叙述を基に行動や気持ちを捉えること

ができるように指導することが大切である。その際に、「どこからそう思ったのか」など、

捉えたことの基になる叙述を明らかにすることを指導すると効果的である。児童が複数の

叙述に着目することができるように、捉えたことと基にした叙述について交流する活動を

設定することも考えられる。

２
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○ 解答類型99の具体的な例としては、以下のようなものがある。

（例）

・ 今と未来はつながっていないということです。(21字)

・ 未来からきたおばあさんが教えてくれた努力するすばらしさです。（30字）

・ 過去や未来にいけるうちゅう船を作りたいということです。（27字）

・ ふりかえると老人も宇宙船もあとかたもなく消えていたことです。（30字）

このように解答した児童は、森田さんが、前向きな気持ちになることを挙げていることを

踏まえて書いていなかったり、【物語の一部】の内容に基づいて書いていなかったりしてい

る。否定的な内容に終始した解答や物語の内容を捉えることができていない解答、【森田さ

んの文章】や【物語の一部】の付箋が貼ってある部分などを写したと考えられる解答などが

見られた。

このことから、森田さんが前向きな気持ちになることを挙げていることを踏まえ、「ぼく」

と「老人」の相互関係や「ぼく」の人物像などから物語の全体像を具体的に想像し、この

物語から伝わってくることをまとめることができなかったと考えられる。

３．学習指導に当たって

人物像や物語の全体像を具体的に想像する

○ 登場人物の人物像を具体的に想像するためには、登場人物の行動や会話、様子などを表し

ている複数の叙述を結び付け、それらを基に性格や考え方などを総合して判断することが

必要である。また、物語の全体像は、登場人物や場面設定、個々の叙述などを基にした物語

の世界や人物像などを豊かに想像したり、登場人物の相互関係を手掛かりにして考えたりす

ることで捉えられる。このように、「何が書かれているか」という内容面だけでなく、

「どのように描かれているか」という表現面にも着目して読むことが、物語の全体像を

具体的に想像するために重要である。

本設問では、森田さんが物語を推薦する理由として、前向きな気持ちになることを挙げて

いる。それは、「老人」に出会った「ぼく」を通して、物語全体から感じていることである。

森田さんは、「ぼく」と「老人」との相互関係や「ぼく」の人物像を手掛かりにして、物語

の全体像を具体的に想像して推薦する文章に書いている。

学習指導に当たっては、着目した叙述を複数取り上げ、そこから考えられることをノート

やワークシートにまとめたり、考えたことを交流したりすることで物語の全体像を明確にす

ることが効果的である。

設問二

趣旨

人物像や物語の全体像を具体的に想像することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

エ 人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ 二 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① この物語から伝わってくることを考えて書いている。

② 10字以上、30字以内で書いている。

（正答例）

・ 夢をもち続ければ、いつかかなえられるということです。(26字)

・ 今を大切にすることが明るい未来につながるということです。(28字）

・ 好きなことをもつ大切さです。(14字)

１ 条件①、②を満たしているもの 68.5 ◎

２ 条件①を満たしているが、条件②は満たしていないもの 0.3

99 上記以外の解答 19.1

０ 無解答 12.1

２．分析結果と課題

○ 本設問の正答率は68.5％であった。解答類型99と解答類型０の反応率も踏まえると、

人物像や物語の全体像を具体的に想像することに課題があると考えられる。設問三の正答率

も踏まえると、〔思考力、判断力、表現力等〕の「Ｃ読むこと」のエに関する指導事項の

定着に課題があると考えられる。

○ 解答類型１の具体的な例としては、以下のようなものがある。

（例）

・ 夢をもつことが大切だということです。(18字)

・ 好きなことを続けることが、未来の役に立つということです。（28字）

・ 自分の夢を想像する楽しさと夢に向かって進む勇気です。（26字）

・ 想像したことが現実になるかもしれないという希望です。（26字）

・ 夢中になったことはきっと未来にも続いていくということです。（29字）

・ 未来の自分が今の自分を応えんしてくれているということです。（29字）

・ 未来の自分も活やくしているかもしれないということです。（27字）

このように解答した児童は、森田さんが、前向きな気持ちになることを挙げていることを

踏まえて、この物語から伝わってくることを考えて書いていると考えられる。この中には、

「うちゅう船を作った『老人』」が「未来の『ぼく』かもしれない」という関係などを

手掛かりにして、物語の全体像を具体的に想像することができたと考えられる解答が見ら

れた。

２
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○ 解答類型99の具体的な例としては、以下のようなものがある。

（例）

・ 今と未来はつながっていないということです。(21字)

・ 未来からきたおばあさんが教えてくれた努力するすばらしさです。（30字）

・ 過去や未来にいけるうちゅう船を作りたいということです。（27字）

・ ふりかえると老人も宇宙船もあとかたもなく消えていたことです。（30字）

このように解答した児童は、森田さんが、前向きな気持ちになることを挙げていることを

踏まえて書いていなかったり、【物語の一部】の内容に基づいて書いていなかったりしてい

る。否定的な内容に終始した解答や物語の内容を捉えることができていない解答、【森田さ

んの文章】や【物語の一部】の付箋が貼ってある部分などを写したと考えられる解答などが

見られた。

このことから、森田さんが前向きな気持ちになることを挙げていることを踏まえ、「ぼく」

と「老人」の相互関係や「ぼく」の人物像などから物語の全体像を具体的に想像し、この

物語から伝わってくることをまとめることができなかったと考えられる。

３．学習指導に当たって

人物像や物語の全体像を具体的に想像する

○ 登場人物の人物像を具体的に想像するためには、登場人物の行動や会話、様子などを表し

ている複数の叙述を結び付け、それらを基に性格や考え方などを総合して判断することが

必要である。また、物語の全体像は、登場人物や場面設定、個々の叙述などを基にした物語

の世界や人物像などを豊かに想像したり、登場人物の相互関係を手掛かりにして考えたりす

ることで捉えられる。このように、「何が書かれているか」という内容面だけでなく、

「どのように描かれているか」という表現面にも着目して読むことが、物語の全体像を

具体的に想像するために重要である。

本設問では、森田さんが物語を推薦する理由として、前向きな気持ちになることを挙げて

いる。それは、「老人」に出会った「ぼく」を通して、物語全体から感じていることである。

森田さんは、「ぼく」と「老人」との相互関係や「ぼく」の人物像を手掛かりにして、物語

の全体像を具体的に想像して推薦する文章に書いている。

学習指導に当たっては、着目した叙述を複数取り上げ、そこから考えられることをノート

やワークシートにまとめたり、考えたことを交流したりすることで物語の全体像を明確にす

ることが効果的である。

設問二

趣旨

人物像や物語の全体像を具体的に想像することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

エ 人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ 二 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① この物語から伝わってくることを考えて書いている。

② 10字以上、30字以内で書いている。

（正答例）

・ 夢をもち続ければ、いつかかなえられるということです。(26字)

・ 今を大切にすることが明るい未来につながるということです。(28字）

・ 好きなことをもつ大切さです。(14字)

１ 条件①、②を満たしているもの 68.5 ◎

２ 条件①を満たしているが、条件②は満たしていないもの 0.3

99 上記以外の解答 19.1

０ 無解答 12.1

２．分析結果と課題

○ 本設問の正答率は68.5％であった。解答類型99と解答類型０の反応率も踏まえると、

人物像や物語の全体像を具体的に想像することに課題があると考えられる。設問三の正答率

も踏まえると、〔思考力、判断力、表現力等〕の「Ｃ読むこと」のエに関する指導事項の

定着に課題があると考えられる。

○ 解答類型１の具体的な例としては、以下のようなものがある。

（例）

・ 夢をもつことが大切だということです。(18字)

・ 好きなことを続けることが、未来の役に立つということです。（28字）

・ 自分の夢を想像する楽しさと夢に向かって進む勇気です。（26字）

・ 想像したことが現実になるかもしれないという希望です。（26字）

・ 夢中になったことはきっと未来にも続いていくということです。（29字）

・ 未来の自分が今の自分を応えんしてくれているということです。（29字）

・ 未来の自分も活やくしているかもしれないということです。（27字）

このように解答した児童は、森田さんが、前向きな気持ちになることを挙げていることを

踏まえて、この物語から伝わってくることを考えて書いていると考えられる。この中には、

「うちゅう船を作った『老人』」が「未来の『ぼく』かもしれない」という関係などを

手掛かりにして、物語の全体像を具体的に想像することができたと考えられる解答が見ら

れた。

２
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本問全体の学習指導に当たって

授業アイディア例

「不思議な出来事が描かれている物語を読み、友達とすいせんし合おう」 〈実施対象学年〉

～登場人物の相互関係や心情に着目し、人物像や物語の全体像を想像する～ 第５・６学年

本授業アイディア例では、令和４年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語２で取り

上げた物語「銀色の幻想」を活用した指導事例を単元の学習の流れに沿って紹介します。

◇ 教師は、単元で取り上げる指導事項を明確にし、児童の学習の経験などを踏まえて、

単元の学習の流れを考えています。

年間指導計画等を基に、単元で取り上げる指導事項を明確にすることが重要です。

取り上げる指導事項を基に、単元の目標と評価規準を設定し、単元の目標を実現するた

めに適した言語活動を、児童の学習の経験や状況を踏まえて位置付けることが大切です。

また、資質・能力の三つの柱の関連を図り、指導の効果を高めることが求められます。

本授業アイディア例では、〔知識及び技能〕の(3)オの読書に関する指導事項や「学びに

向かう力、人間性等」に関する目標との関連を図り、指導の効果を高めるために、意図的

に２時間目と７時間目に、選んだ本を読む活動を設定しています。

① 学習の見通しをもつ。

② 共通教材（教科書教材等）

を読み、友達に推薦するこ

とを意識して気になるとこ

ろに付箋を貼り、交流する。

③ 登場人物の相互関係につ

いて描写を基に捉える。

④⑤ 物語の全体像について

考え、推薦する文章を書く。

⑥ 友達が書いた推薦する文

章を読んで交流し、単元全体

を振り返る。

① 学習の見通しをもつ。

② 気になる本を数冊読み、自分が推薦

する物語を決める。

③ 選んだ物語を読み、気になるところ

に付箋を貼り、登場人物の相互関係や

心情などについて描写を基に捉える。

④⑤ 物語の全体像を具体的に想像し、

推薦する文章を書く。

⑥ 友達が書いた推薦する文章を読んで

交流する。

⑦ 友達が推薦した物語を読み、単元全体

を振り返る。

不
思
議
な
出
来
事
が
描
か
れ
て
い
る
物
語
を
読
み
、
友
達
と
推
薦
し
合
う

教師

【学習の流れ】

選んだ本を活用する学習の例

【学習の流れ（別案）】

共通教材を活用する学習の例

この単元では、〔思考⼒、判断⼒、表現⼒等〕の「C読むこと」の「精査
・解釈」に関する指導事項を重点的に取り上げ、定着を図ることにしよう。
友達と推薦し合うという⾔語活動を設定し、不思議な出来事が描かれてい
る物語を取り上げることで、物語の全体像や表現の効果を考えることがで
きるようにしよう。

この学級の児童は、共通教材を読んで、登場⼈物の⼈物像など物語全体
から考えたことを推薦する学習（【学習の流れ（別案）】）の経験があるな。
だから、今回は、選んだ本を活⽤する流れ（【学習の流れ】）で進めていこう。
学校司書さんにも相談して、様々な描写から⼈物像や全体像を想像できる
物語をいくつか選んでおこう。

設問三

趣旨

表現の効果を考えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

エ 人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ 三 １ １ と解答しているもの 8.4

２ ２ と解答しているもの 59.4 ◎

３ ３ と解答しているもの 21.1

４ ４ と解答しているもの 7.7

99 上記以外の解答 0.3

０ 無解答 3.2

２．分析結果と課題

○ 本設問の正答率は59.4％であった。表現の効果を考えることに課題があると考えられる。

〇 解答類型１は、色の表現を使っていることを捉えることはできているが、季節が変わる

展開ではないため、物語の全体像と関わらせながら表現の効果を考えることができなかった

と考えられる。

〇 解答類型３は、空と風の表現を使っていることを捉えることはできたが、「ぼく」が宇宙

に行った話ではないため、物語の全体像と関わらせながら表現の効果を考えることができ

なかったと考えられる。

３．学習指導に当たって

表現の効果を考える

○ 表現の効果を考えるとは、想像した人物像や全体像と関わらせながら、様々な表現が読み

手に与える効果について自分の考えを明らかにしていくことである。

本設問では、山村さんは物語全体を通して、「ぼく」が出会った「老人」が、過去や未来

に行ける宇宙船を作った未来の「ぼく」かもしれないと思わせる表現に着目しながら読み

進めている。そして、「ただ、透明な空の青さのなかで、ススキの穂波が銀色に光り、風に

そよいでいるだけだった。」という最後の一文が、「ぼく」が体験した信じられないような

出来事を印象付けているという表現の効果について考えている。

学習指導に当たっては、第３学年及び第４学年の「エ 登場人物の気持ちの変化や性格、

情景について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像すること」と、第５学年及び

第６学年の「エ 人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたり

すること」を系統立てて指導することが大切である。また、表現の効果を考えることができ

るようにするためには、感動やユーモアなどを生み出す優れた叙述、暗示性の高い表現、

メッセージや題材を強く意識させる表現などに着目して読むことを指導すると効果的である。

２
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本問全体の学習指導に当たって

授業アイディア例

「不思議な出来事が描かれている物語を読み、友達とすいせんし合おう」 〈実施対象学年〉

～登場人物の相互関係や心情に着目し、人物像や物語の全体像を想像する～ 第５・６学年

本授業アイディア例では、令和４年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語２で取り

上げた物語「銀色の幻想」を活用した指導事例を単元の学習の流れに沿って紹介します。

◇ 教師は、単元で取り上げる指導事項を明確にし、児童の学習の経験などを踏まえて、

単元の学習の流れを考えています。

年間指導計画等を基に、単元で取り上げる指導事項を明確にすることが重要です。

取り上げる指導事項を基に、単元の目標と評価規準を設定し、単元の目標を実現するた

めに適した言語活動を、児童の学習の経験や状況を踏まえて位置付けることが大切です。

また、資質・能力の三つの柱の関連を図り、指導の効果を高めることが求められます。

本授業アイディア例では、〔知識及び技能〕の(3)オの読書に関する指導事項や「学びに

向かう力、人間性等」に関する目標との関連を図り、指導の効果を高めるために、意図的

に２時間目と７時間目に、選んだ本を読む活動を設定しています。

① 学習の見通しをもつ。

② 共通教材（教科書教材等）

を読み、友達に推薦するこ

とを意識して気になるとこ

ろに付箋を貼り、交流する。

③ 登場人物の相互関係につ

いて描写を基に捉える。

④⑤ 物語の全体像について

考え、推薦する文章を書く。

⑥ 友達が書いた推薦する文

章を読んで交流し、単元全体

を振り返る。

① 学習の見通しをもつ。

② 気になる本を数冊読み、自分が推薦

する物語を決める。

③ 選んだ物語を読み、気になるところ

に付箋を貼り、登場人物の相互関係や

心情などについて描写を基に捉える。

④⑤ 物語の全体像を具体的に想像し、

推薦する文章を書く。

⑥ 友達が書いた推薦する文章を読んで

交流する。

⑦ 友達が推薦した物語を読み、単元全体

を振り返る。
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教師

【学習の流れ】

選んだ本を活用する学習の例

【学習の流れ（別案）】

共通教材を活用する学習の例

この単元では、〔思考⼒、判断⼒、表現⼒等〕の「C読むこと」の「精査
・解釈」に関する指導事項を重点的に取り上げ、定着を図ることにしよう。
友達と推薦し合うという⾔語活動を設定し、不思議な出来事が描かれてい
る物語を取り上げることで、物語の全体像や表現の効果を考えることがで
きるようにしよう。

この学級の児童は、共通教材を読んで、登場⼈物の⼈物像など物語全体
から考えたことを推薦する学習（【学習の流れ（別案）】）の経験があるな。
だから、今回は、選んだ本を活⽤する流れ（【学習の流れ】）で進めていこう。
学校司書さんにも相談して、様々な描写から⼈物像や全体像を想像できる
物語をいくつか選んでおこう。

設問三

趣旨

表現の効果を考えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

エ 人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ 三 １ １ と解答しているもの 8.4

２ ２ と解答しているもの 59.4 ◎

３ ３ と解答しているもの 21.1

４ ４ と解答しているもの 7.7

99 上記以外の解答 0.3

０ 無解答 3.2

２．分析結果と課題

○ 本設問の正答率は59.4％であった。表現の効果を考えることに課題があると考えられる。

〇 解答類型１は、色の表現を使っていることを捉えることはできているが、季節が変わる

展開ではないため、物語の全体像と関わらせながら表現の効果を考えることができなかった

と考えられる。

〇 解答類型３は、空と風の表現を使っていることを捉えることはできたが、「ぼく」が宇宙

に行った話ではないため、物語の全体像と関わらせながら表現の効果を考えることができ

なかったと考えられる。

３．学習指導に当たって

表現の効果を考える

○ 表現の効果を考えるとは、想像した人物像や全体像と関わらせながら、様々な表現が読み

手に与える効果について自分の考えを明らかにしていくことである。

本設問では、山村さんは物語全体を通して、「ぼく」が出会った「老人」が、過去や未来

に行ける宇宙船を作った未来の「ぼく」かもしれないと思わせる表現に着目しながら読み

進めている。そして、「ただ、透明な空の青さのなかで、ススキの穂波が銀色に光り、風に

そよいでいるだけだった。」という最後の一文が、「ぼく」が体験した信じられないような

出来事を印象付けているという表現の効果について考えている。

学習指導に当たっては、第３学年及び第４学年の「エ 登場人物の気持ちの変化や性格、

情景について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像すること」と、第５学年及び

第６学年の「エ 人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたり

すること」を系統立てて指導することが大切である。また、表現の効果を考えることができ

るようにするためには、感動やユーモアなどを生み出す優れた叙述、暗示性の高い表現、

メッセージや題材を強く意識させる表現などに着目して読むことを指導すると効果的である。
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③／７ 登場人物の相互関係や心情などについて描写を基に捉える

◇ 森田さんは、登場人物の相互関係に着目して「銀色の幻想」を読み、【全文を掲載した

シート】を活用し、付箋を貼りながら、「ぼく」と「老人」の相互関係について考え

ています。さらに、同じ物語を選んだ友達と交流しながら、付箋を付け足しています。

登場人物の相互関係は直接的に描写されている場合もありますが、暗示的に表現さ

れている場合もあります。登場人物の相互関係に基づいた行動や会話、情景などに

注意して読むことを促し、捉えることができるように指導することが効果的です。

自分一人の読みでは気付かないことでも、交流することで気付くことがあります。

ここで取り上げた森田さんが、「ぼく」と「老人」の関係を捉えたいという目的をもって

いるように、目的意識をもって交流できるようにすることが大切です。

ほら、ここにも「先週、図⼯の時間に、ぼくが描いた宇宙船の絵に
そっくりだった。」と書かれているよ。「ぼく」と「⽼⼈」が何か関係が
あることを遠回しに描いているのではないかな。

私もそう思う。他にも、「ぼく」がポートレートの額縁に刻まれた
⽂字を⾒たところで、「同姓同名か……。」という⽂があるよ。ここから
も、「⽼⼈」と「ぼく」が同⼀⼈物かもしれないと読むことができるよ。

そうだね。「ぼく」と「⽼⼈」の関係が描かれているところに着⽬し
て物語を読み進めていくと、⼆⼈が同⼀⼈物であることが遠回しに描か
れていることも分かるね。それがこの物語の魅⼒の⼀つだと思うな。

登場⼈物同⼠の関係は、物語全体を通して描かれている場合が多いで
すね。森⽥さんたちが気付いたように、登場⼈物同⼠の関係が分かる
描写をいくつも⾒付けて考えることが⼤切です。

山村さん

僕は、⼈物の関係に着⽬したよ。ここに「だれにも、教えたことが
なかったのに。」、「（ひょっとしたら、⽼⼈は六⼗年未来からやってきた
ぼく？）」と書かれているんだ。ここから、「⽼⼈」は未来の「ぼく」か
もしれないと考えたよ。他にも⼆⼈の関係が分かるところはあるかな。森田さん

教師
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【全文を掲載したシートの例（一部）】

【物語の一部】は、野上暁編『ものがたり12か月 秋ものがたり』

（2008年９月 偕成社）収録 那須田淳『銀色の幻想』による。

問題作成の都合上、一部表記を改めたところがある。

①／７ 学習の見通しをもつ

◇ 森田さんたちは、不思議な出来事が描かれている物語を読み、推薦する文章を書いて

友達と推薦し合うことにし、どのような観点で物語を読むか考えています。

森田さん

読むことの単元では、本と出合う導入の場面が重要です。単元で取り上げる指導事項

や言語活動を踏まえて本を選ぶことや、児童の実態を踏まえて冊数やページ数など

を考慮することが大切です。教師が、司書教諭・学校司書等と連携して、本を用意

したり、ブックトーク等で紹介したりすることなども考えられます。

これまでに物語を推薦した経験などを想起しながら、読む目的や読みの観点（登場

人物の人物像、登場人物の相互関係、物語の展開、表現の効果など）を明確にできるよ

うにすることが大切です。

みなさんは、これ
までに不思議な出
来事が描かれてい
る物語を読んだこ
とはありますか。

動 物 と ⼈ 間 が
交流したり、恩返
ししたりする話を
読んだことがあり
ます。動物と⼈間
の関係が⾯⽩かった
です。

あるきっかけで不思議な世界に⾏き、事件を解決して戻ってくる話を
読んだことがあります。他にも、もっと読んでみたいです。

それでは、不思議な出来事が描かれている物語を友達と推薦し合うこ
とにしましょう。これまでの経験として、物語を紹介したり推薦したり
するときは、どのようなことを⼤切にしてきましたか。

その物語ならではの特徴や⾯⽩さを伝えることを⼤切にしました。
物語の展開や登場⼈物同⼠の関係などに着⽬しました。

物語の展開や⼈物同⼠の関係は、複数の⾔葉や⽂を⼿掛かりにして
考えることが⼤事だったと思います。

教師

これまでに学習したことを読む観点にして、不思議な出来事が描かれ
ている物語を読んで、友達と推薦し合いましょう。今回の学習では、
森⽥さんが⾔ってくれたように、複数の⾔葉や⽂を基にして、物語全体
を通して描かれていることを推薦できるようにしましょう。
今回は、図書の先⽣に物語を紹介していただき、推薦したい物語を

選びましょう。

【板書の例】
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③／７ 登場人物の相互関係や心情などについて描写を基に捉える

◇ 森田さんは、登場人物の相互関係に着目して「銀色の幻想」を読み、【全文を掲載した

シート】を活用し、付箋を貼りながら、「ぼく」と「老人」の相互関係について考え

ています。さらに、同じ物語を選んだ友達と交流しながら、付箋を付け足しています。

登場人物の相互関係は直接的に描写されている場合もありますが、暗示的に表現さ

れている場合もあります。登場人物の相互関係に基づいた行動や会話、情景などに

注意して読むことを促し、捉えることができるように指導することが効果的です。

自分一人の読みでは気付かないことでも、交流することで気付くことがあります。

ここで取り上げた森田さんが、「ぼく」と「老人」の関係を捉えたいという目的をもって

いるように、目的意識をもって交流できるようにすることが大切です。

ほら、ここにも「先週、図⼯の時間に、ぼくが描いた宇宙船の絵に
そっくりだった。」と書かれているよ。「ぼく」と「⽼⼈」が何か関係が
あることを遠回しに描いているのではないかな。

私もそう思う。他にも、「ぼく」がポートレートの額縁に刻まれた
⽂字を⾒たところで、「同姓同名か……。」という⽂があるよ。ここから
も、「⽼⼈」と「ぼく」が同⼀⼈物かもしれないと読むことができるよ。

そうだね。「ぼく」と「⽼⼈」の関係が描かれているところに着⽬し
て物語を読み進めていくと、⼆⼈が同⼀⼈物であることが遠回しに描か
れていることも分かるね。それがこの物語の魅⼒の⼀つだと思うな。

登場⼈物同⼠の関係は、物語全体を通して描かれている場合が多いで
すね。森⽥さんたちが気付いたように、登場⼈物同⼠の関係が分かる
描写をいくつも⾒付けて考えることが⼤切です。

山村さん

僕は、⼈物の関係に着⽬したよ。ここに「だれにも、教えたことが
なかったのに。」、「（ひょっとしたら、⽼⼈は六⼗年未来からやってきた
ぼく？）」と書かれているんだ。ここから、「⽼⼈」は未来の「ぼく」か
もしれないと考えたよ。他にも⼆⼈の関係が分かるところはあるかな。森田さん

教師

ぼ
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が
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【全文を掲載したシートの例（一部）】

【物語の一部】は、野上暁編『ものがたり12か月 秋ものがたり』

（2008年９月 偕成社）収録 那須田淳『銀色の幻想』による。

問題作成の都合上、一部表記を改めたところがある。

①／７ 学習の見通しをもつ

◇ 森田さんたちは、不思議な出来事が描かれている物語を読み、推薦する文章を書いて

友達と推薦し合うことにし、どのような観点で物語を読むか考えています。

森田さん

読むことの単元では、本と出合う導入の場面が重要です。単元で取り上げる指導事項

や言語活動を踏まえて本を選ぶことや、児童の実態を踏まえて冊数やページ数など

を考慮することが大切です。教師が、司書教諭・学校司書等と連携して、本を用意

したり、ブックトーク等で紹介したりすることなども考えられます。

これまでに物語を推薦した経験などを想起しながら、読む目的や読みの観点（登場

人物の人物像、登場人物の相互関係、物語の展開、表現の効果など）を明確にできるよ

うにすることが大切です。

みなさんは、これ
までに不思議な出
来事が描かれてい
る物語を読んだこ
とはありますか。

動 物 と ⼈ 間 が
交流したり、恩返
ししたりする話を
読んだことがあり
ます。動物と⼈間
の関係が⾯⽩かった
です。

あるきっかけで不思議な世界に⾏き、事件を解決して戻ってくる話を
読んだことがあります。他にも、もっと読んでみたいです。

それでは、不思議な出来事が描かれている物語を友達と推薦し合うこ
とにしましょう。これまでの経験として、物語を紹介したり推薦したり
するときは、どのようなことを⼤切にしてきましたか。

その物語ならではの特徴や⾯⽩さを伝えることを⼤切にしました。
物語の展開や登場⼈物同⼠の関係などに着⽬しました。

物語の展開や⼈物同⼠の関係は、複数の⾔葉や⽂を⼿掛かりにして
考えることが⼤事だったと思います。

教師

これまでに学習したことを読む観点にして、不思議な出来事が描かれ
ている物語を読んで、友達と推薦し合いましょう。今回の学習では、
森⽥さんが⾔ってくれたように、複数の⾔葉や⽂を基にして、物語全体
を通して描かれていることを推薦できるようにしましょう。
今回は、図書の先⽣に物語を紹介していただき、推薦したい物語を

選びましょう。

【板書の例】
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◇ 森田さんは、物語の全体像を想像し、同じ物語を読んだ友達と交流して考えを深めています。

【森田さんのノートの一部】

物語の全体像は、「登場人物の人物像」や「登場人物の相互関係」、「物語の展開」

などの複数の観点から読むことで、想像することができます。

気になる叙述を基にして、考えたことを交流する場面を設定することで、全体像を

より具体的に捉えることができるようにすると効果的です。

今、森⽥さんが話してくれたことは、私は気付かなかったな。ぜひ、
そのことも推薦する⽂章に書くといいと思うよ。

「へえ、ぼくもそう。」というところから、「ぼく」は「宇宙もの」が⼤好き
ということが分かったり、「それがぼくの夢だった。」というところから、
「ぼく」が宇宙船を作りたいと思っていることが伝わってきたりするでしょ。
そんな「ぼく」と、実際に宇宙船を作った「⽼⼈」が同⼀⼈物かもしれな
いと考えると、夢がかなうかもしれないという気持ちになるんだ。

森⽥さんは、どうしてそういう気持ちになったの？

僕は「だれにも、教えたことがなかったのに。」と「（ひょっとしたら、
⽼⼈は六⼗年未来からやってきたぼく？）」の⽂や、みんなから教えて
もらった⽂から、遠回しに「⽼⼈」は未来の「ぼく」と描かれているところ
がいいと思ったので、そのことを推薦する⽂章に書こうと思っているんだ。

森⽥さんは、どうして遠回しに「⽼⼈」は未来の「ぼく」と描かれて
いるところがいいと思ったのかな。

「⽼⼈」が未来の「ぼく」かもしれないという⼆⼈の関係が、物語全体
に描かれてあって、それを探しながら読むことが楽しいと思ったからだよ。
それだけでなく、この物語を読むと、前向きな気持ちになれることが

魅⼒だと思うんだよな。そのことも推薦する⽂章に書こうかなあ。

森田さん

山村さん

④⑤／７ 物語の全体像を具体的に想像し、推薦する文章を書く

◇ 教師は、児童の状況を踏まえ、物語の全体像について想像したことを、どのように

推薦する文章に書くかについて、学級全体で考えてみることにしました。

【板書の例】

物語の全体像を想像する場合、「どんな物語か」という内容面だけでなく、「どのよ

うに描かれているか」という表現面にも着目できるようにすることが大切です。その

ためには、推薦する文章をまとめる際に使う言葉などを具体的に考えることができる

ようにすると効果的です。

私は、最後の⼀⽂がとても印象に残ったので、「○○という⼀⽂が、
〜を印象づけている。」というようにまとめようと思っています。

前に、「○○な表現が⽂章全体に散りばめられている。」や「○○を
味わうことができる物語」という⾔葉を使ってまとめました。

なるほど。僕は、登場⼈物の関係が⾯⽩かったので、「この物語は、
登場⼈物同⼠の関係が表されている表現を探しながら読む楽しさを味わ
うことができる物語」といった感じで推薦してみようと思います。

「どんな物語か」ということだけでなく、「どのように描かれている
か」ということにも着⽬することで、物語の全体像を具体的にイメージ
することができ、その物語ならではのよさが明らかになりますね。それ
では、「どんな物語か」、「どのように描かれているか」ということに着⽬
して、選んだ物語の全体像を改めて考えて、まとめてみましょう。

「ぼく」と「⽼⼈」が同⼀⼈物かもしれないということが、物語全体
を通して遠回しに描かれていて、それが、この物語の魅⼒の⼀つだと
思うな。でも、そのことを推薦する⽂章で伝えるのが難しいなあ。

森⽥さんが悩んでいることは、他の物語にも関係することなので、みんな
で考えてみましょう。みなさん、物語全体を通して描かれていることを、
どのように伝えますか。これまでの学習も思い出してみてください。

森田さん

教師

山村さん
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◇ 森田さんは、物語の全体像を想像し、同じ物語を読んだ友達と交流して考えを深めています。
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物語の全体像は、「登場人物の人物像」や「登場人物の相互関係」、「物語の展開」

などの複数の観点から読むことで、想像することができます。

気になる叙述を基にして、考えたことを交流する場面を設定することで、全体像を

より具体的に捉えることができるようにすると効果的です。

今、森⽥さんが話してくれたことは、私は気付かなかったな。ぜひ、
そのことも推薦する⽂章に書くといいと思うよ。

「へえ、ぼくもそう。」というところから、「ぼく」は「宇宙もの」が⼤好き
ということが分かったり、「それがぼくの夢だった。」というところから、
「ぼく」が宇宙船を作りたいと思っていることが伝わってきたりするでしょ。
そんな「ぼく」と、実際に宇宙船を作った「⽼⼈」が同⼀⼈物かもしれな
いと考えると、夢がかなうかもしれないという気持ちになるんだ。

森⽥さんは、どうしてそういう気持ちになったの？

僕は「だれにも、教えたことがなかったのに。」と「（ひょっとしたら、
⽼⼈は六⼗年未来からやってきたぼく？）」の⽂や、みんなから教えて
もらった⽂から、遠回しに「⽼⼈」は未来の「ぼく」と描かれているところ
がいいと思ったので、そのことを推薦する⽂章に書こうと思っているんだ。

森⽥さんは、どうして遠回しに「⽼⼈」は未来の「ぼく」と描かれて
いるところがいいと思ったのかな。

「⽼⼈」が未来の「ぼく」かもしれないという⼆⼈の関係が、物語全体
に描かれてあって、それを探しながら読むことが楽しいと思ったからだよ。
それだけでなく、この物語を読むと、前向きな気持ちになれることが

魅⼒だと思うんだよな。そのことも推薦する⽂章に書こうかなあ。

森田さん

山村さん

④⑤／７ 物語の全体像を具体的に想像し、推薦する文章を書く

◇ 教師は、児童の状況を踏まえ、物語の全体像について想像したことを、どのように

推薦する文章に書くかについて、学級全体で考えてみることにしました。

【板書の例】

物語の全体像を想像する場合、「どんな物語か」という内容面だけでなく、「どのよ

うに描かれているか」という表現面にも着目できるようにすることが大切です。その

ためには、推薦する文章をまとめる際に使う言葉などを具体的に考えることができる

ようにすると効果的です。

私は、最後の⼀⽂がとても印象に残ったので、「○○という⼀⽂が、
〜を印象づけている。」というようにまとめようと思っています。

前に、「○○な表現が⽂章全体に散りばめられている。」や「○○を
味わうことができる物語」という⾔葉を使ってまとめました。

なるほど。僕は、登場⼈物の関係が⾯⽩かったので、「この物語は、
登場⼈物同⼠の関係が表されている表現を探しながら読む楽しさを味わ
うことができる物語」といった感じで推薦してみようと思います。

「どんな物語か」ということだけでなく、「どのように描かれている
か」ということにも着⽬することで、物語の全体像を具体的にイメージ
することができ、その物語ならではのよさが明らかになりますね。それ
では、「どんな物語か」、「どのように描かれているか」ということに着⽬
して、選んだ物語の全体像を改めて考えて、まとめてみましょう。

「ぼく」と「⽼⼈」が同⼀⼈物かもしれないということが、物語全体
を通して遠回しに描かれていて、それが、この物語の魅⼒の⼀つだと
思うな。でも、そのことを推薦する⽂章で伝えるのが難しいなあ。

森⽥さんが悩んでいることは、他の物語にも関係することなので、みんな
で考えてみましょう。みなさん、物語全体を通して描かれていることを、
どのように伝えますか。これまでの学習も思い出してみてください。
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【６時間目の森田さんの振り返り】

【活用のポイント】

○ 本授業アイディア例のように、児童の学習の経験に応じて、学習の展開を工夫する

ことが大切です。

○ 本授業アイディア例のように、令和４年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語２の

【物語の一部】、【森田さんの文章】、【山村さんの文章】を教材として活用して、学習を

展開することが考えられます。

※出典等

【物語の一部】は、野上暁編『ものがたり12か月 秋ものがたり』（2008年９月 偕成社）収録

那須田淳『銀色の幻想』による。問題作成の都合上、一部表記を改めたところがある。

森⽥さんは、「銀⾊の幻想」を読んで、前向きな気持ちになったんだね。
私が読んだら、どんな気持ちになるのかな。「銀⾊の幻想」をじっくり
読んでみたくなったよ。

⼤野さんの推薦する⽂章を読んでいると、とても興味深いね。「銀⾊の
幻想」のような読み⽅をしたら、どんなことが伝わってくるのかな。
⼭村さんのように表現の効果に着⽬した読み⽅もしてみたいな。

登場人物の気持ちや人物の関係、情景など、物語全体の様々なことを結び付け

て考えたことで、物語の世界をより豊かに想像することができるようになりました。

次の時間に他の本を読むときには、表現の効果に着目することも意識していきたい

です。

次の時間は、友達の読み⽅を参考にしながら、もう⼀度同じ物語を
読んだり、他の物語も読んだりして、単元全体を振り返りましょう。

大野さん

森田さん

では、他他のの物物語語をを読読んんだだ友友達達とも、推薦する⽂章を読み合いましょう。
⑥／７ 友達が書いた推薦する文章を読んで交流する

◇ 森田さんたちは、同じ物語を読んだ友達と推薦する文章を読み合い、さらに、

他の物語を読んだ友達とも読み合うことにしました。

「銀⾊の幻想」を、「⽼⼈」は未来の「ぼく」かもしれないと考えて
読んだ点は、⼭村さんと共通していたね。⼭村さんが最後の⼀⽂に着⽬
したところが、なるほどなと思ったよ。読み終わった後に物語の世界に
ひたることができるのは、「ぼく」が体験した信じられない出来事を情景
として表しているからだという考えに納得したよ。何度も出てくる
「ススキ」や題名にも関連する「銀⾊」という表現に何か意味がありそ
うなので、もう⼀度読んで考えてみたいな。

物語の魅⼒をどのように捉えたかについて、共通点や相違点は何かを
考えながら、同同じじ物物語語をを読読んんだだ友友達達と推薦する⽂章を読み合いましょう。

私は、森⽥さんの推薦する⽂章を読んで、「銀⾊の幻想」は、ただ不思議
な出来事が描かれている物語というだけではなく、「夢をもち続ければ、
いつかかなえられる」のように前向きな気持ちにさせてくれるところも、
この物語のよさなのだということに気付かされたよ。

同じ物語なのに、⼈によって読み⽅が違っていて⾯⽩いな。他の
物語を読んだ友達は、魅⼒をどのように捉えたのかな。

山村さん

森田さん

教師

【
森
田
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書
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薦
す
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章
】
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書
い
た
推
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文
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】
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の
物
語
で
す
。
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の
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。
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。
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の
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け
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と
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。
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光
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い
で
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
」
は
、
「
ぼ
く
」
が
体
験
し

た
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
出
来
事
を
印
象
づ
け
て
い

る
。読

み
終
わ
っ
た
後
も
物
語
の
世
界
に
ひ
た
る
こ
と
が

で
き
る
お
す
す
め
の
作
品
だ
。
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【６時間目の森田さんの振り返り】

【活用のポイント】

○ 本授業アイディア例のように、児童の学習の経験に応じて、学習の展開を工夫する

ことが大切です。

○ 本授業アイディア例のように、令和４年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語２の

【物語の一部】、【森田さんの文章】、【山村さんの文章】を教材として活用して、学習を

展開することが考えられます。

※出典等

【物語の一部】は、野上暁編『ものがたり12か月 秋ものがたり』（2008年９月 偕成社）収録

那須田淳『銀色の幻想』による。問題作成の都合上、一部表記を改めたところがある。

森⽥さんは、「銀⾊の幻想」を読んで、前向きな気持ちになったんだね。
私が読んだら、どんな気持ちになるのかな。「銀⾊の幻想」をじっくり
読んでみたくなったよ。

⼤野さんの推薦する⽂章を読んでいると、とても興味深いね。「銀⾊の
幻想」のような読み⽅をしたら、どんなことが伝わってくるのかな。
⼭村さんのように表現の効果に着⽬した読み⽅もしてみたいな。

登場人物の気持ちや人物の関係、情景など、物語全体の様々なことを結び付け

て考えたことで、物語の世界をより豊かに想像することができるようになりました。

次の時間に他の本を読むときには、表現の効果に着目することも意識していきたい

です。

次の時間は、友達の読み⽅を参考にしながら、もう⼀度同じ物語を
読んだり、他の物語も読んだりして、単元全体を振り返りましょう。

大野さん

森田さん

では、他他のの物物語語をを読読んんだだ友友達達とも、推薦する⽂章を読み合いましょう。
⑥／７ 友達が書いた推薦する文章を読んで交流する

◇ 森田さんたちは、同じ物語を読んだ友達と推薦する文章を読み合い、さらに、

他の物語を読んだ友達とも読み合うことにしました。

「銀⾊の幻想」を、「⽼⼈」は未来の「ぼく」かもしれないと考えて
読んだ点は、⼭村さんと共通していたね。⼭村さんが最後の⼀⽂に着⽬
したところが、なるほどなと思ったよ。読み終わった後に物語の世界に
ひたることができるのは、「ぼく」が体験した信じられない出来事を情景
として表しているからだという考えに納得したよ。何度も出てくる
「ススキ」や題名にも関連する「銀⾊」という表現に何か意味がありそ
うなので、もう⼀度読んで考えてみたいな。

物語の魅⼒をどのように捉えたかについて、共通点や相違点は何かを
考えながら、同同じじ物物語語をを読読んんだだ友友達達と推薦する⽂章を読み合いましょう。

私は、森⽥さんの推薦する⽂章を読んで、「銀⾊の幻想」は、ただ不思議
な出来事が描かれている物語というだけではなく、「夢をもち続ければ、
いつかかなえられる」のように前向きな気持ちにさせてくれるところも、
この物語のよさなのだということに気付かされたよ。

同じ物語なのに、⼈によって読み⽅が違っていて⾯⽩いな。他の
物語を読んだ友達は、魅⼒をどのように捉えたのかな。

山村さん

森田さん

教師

【
森
田
さ
ん
が
書
い
た
推
薦
す
る
文
章
】

【
山
村
さ
ん
が
書
い
た
推
薦
す
る
文
章
】

こ
れ
は
、
過
去
や
未
来
に
い
け
る
う
ち
ゅ
う
船
を
作

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
「
ぼ
く
」
と
、
そ
ん
な
う
ち
ゅ
う
船

を
作
った
「老
人
」
の
物
語
で
す
。

こ
の
物
語
は
、
「
老
人
」
が
未
来
の
「
ぼ
く
」
か
も
し
れ

な
い
と
思
わ
せ
る
表
現
を
さ
が
し
て
読
む
楽
し
さ
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
の
物

語
を
読
む
と
、
わ
た
し
は
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
「
老
人
」
に
出
会
った
「
ぼ
く
」

を
通
し
て
、
こ
の
物
語
が
わ
た
し
に
伝
え
て
く
れ
る
こ

と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
、
夢
を
も
ち
続
け
れ

ば
、
い
つ
か
か
な
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
物
語
は
、
主
人
公
の
「
ぼ
く
」
が
自
分
と
同
じ
名

前
の
も
け
い
店
で
「
老
人
」
と
出
会
う
こ
と
か
ら
始
ま

る
。「

老
人
」
は
、
未
来
の
「
ぼ
く
」
の
す
が
た
か
も
し
れ

な
い
の
だ
が
、
読
者
に
そ
う
思
わ
せ
る
表
現
が
文
章
全

体
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
読
み
進
め
る

う
ち
に
、
物
語
の
世
界
に
ど
ん
ど
ん
引
き
こ
ま
れ
て
い

く
。
そ
し
て
、
最
後
の
一
文
「
た
だ
、
透
明
な
空
の
青

さ
の
な
か
で
、
ス
ス
キ
の
穂
波
が
銀
色
に
光
り
、
風
に

そ
よ
い
で
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
」
は
、
「
ぼ
く
」
が
体
験
し

た
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
出
来
事
を
印
象
づ
け
て
い

る
。読

み
終
わ
っ
た
後
も
物
語
の
世
界
に
ひ
た
る
こ
と
が

で
き
る
お
す
す
め
の
作
品
だ
。
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